
 

 

現地実証展示圃成績(令和７年度) 

担当機関名 

 部・室名 

栃木県下都賀農業振興事務所 

経営普及部 

実施期間 令和７年度～令和８年度、新規 

大課題名 Ⅳ 情報処理等先端技術の活用による高生産システムの確立 

課題名 ザルビオを活用した可変施肥技術による水稲収量向上の現地実証 

目 的  ザルビオの遠隔監視技術を用い、データを基にした施肥設計や可変施肥によ

り、生育の均一化やほ場・品種に応じた施肥の適正化を行い肥料など農業経営費

の削減を行うと共に、水稲収量の高位安定化を図る。また、ザルビオの各種機能

の利便性や問題点等を抽出し、データ活用手法の確立および経営体の所得向上を

図る。 

担当者名 技師 菅原 夏紀 

ほ場の所在地 

農家(組織)名 

栃木県下野市下坪山 株式会社川井ファーム 川井 保明 

農家 (組織 )の

経営概要 

株式会社川井ファーム：稲(50ha)/二条大麦(15ha)/その他野菜(5ha) 

 

 

 

９．問題点と次年度の計画 

(1)穂孕み期と糊熟期について、ほ場調査による実測とザルビオによる予測に差が出る可能性があ

る。  

(2)2 か年のデータで生育指標値を作成したが、精度を高めるためには、多様な条件下でより多

くのデータを収集する必要がある。 

(3)生育診断について、悪天候時は NDVI の取得ができないことに留意する必要がある。 

(4)次年度の計画はなし。 

 

１０．参考写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ ザルビオにおける BBCH の例（2025 年 7 月 16 日～8 月 1 日） 

写真２ ザルビオにおける生育マップの例（2024 年 7 月 22 日） 

注）本試験では分析範囲（各区 80 ㎡）を指定して、範囲内の NDVI 平均を算出した。 
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今回、担当農家が使用したザルビオの機能は、①地力マップの利用、②可変施肥マップの

作成およびスマート農機連携、③イネカメムシの適期防除を目的とした出穂期予測、④適期

収穫のための成熟期の把握であった。ザルビオは①～④以外にも多様な機能が搭載されてい

るため、アプリ自体が重く読み込みが遅いこと、データ環境によってはデータを見ることが

できず、データを見たいときに見られないという不便さがあった。 

③については、イネカメムシが出穂前に水田に大量発生したことから、予定よりも出穂期

防除を早め７月 22 日に１回目の防除を実施した。防除後ほ場巡回を行い、再度イネカメムシ

の発生が見られたことから、８月２日に２回目の防除を実施した（表５）。出穂期は見取り調

査でザルビオによる計測値と一致した。しかし、担当農家は定期的に野周りを行う習慣があ

り、イネカメムシの発生に応じて防除を実施したため、出穂期予測の活用効果は判然としな

かった。 

④については、倒伏が発生したことでザルビオでの成熟期把握が困難になったことや、収

穫自体の判断は担当農家が行うため、成熟期予測の活用効果は判然としなかった。 

そのため、担当農家が効果的に利用した機能は、①と②であった。 

 

４．主要成果の具体的データ 

 (1)衛星データ（ザルビオ）を基にした施肥設計や可変施肥による施肥の適正化実証 

 

   表２ 施肥量調査結果     表３ 収穫量および倒伏程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 品質調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 出穂後の気象経過（アメダス真岡） 

 

 (2)ザルビオの各種機能の利便性や問題点等の抽出 

 

  表５ 出穂期とカメムシ防除時期 

設定施肥量
kg/6筆

実施肥量
kg/6筆

設定対比
（％）

584 570 98
A 763 534 4.0

B 864 604 3.5

C 783 548 4.0

D 835 585 4.0

E 941 658 3.5

F 736 515 2.5

注１）精玄米重（予想）は、収穫量×0.7で計算

可変
施肥区

慣行区

区 ほ場名
収穫量（乾燥前）

kg/10a
精玄米重（予想）

kg/10a
倒伏程度
（1～5）

整粒 乳白粒
基部

未熟粒
腹白

未熟粒
青未熟粒

その他
未熟粒

砕粒 胴割粒 茶米粒 青死米粒 白死米粒 斑点粒・着色粒

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

49.2 7.8 21.0 3.8 0.3 15.0 0.4 0.7 0.6 0.2 1.0 0.0

注１）Sa社製RGQI20Aで判定。

 

 

１．実証場所  

  可変施肥 栃木県下野市下坪山 株式会社川井ファーム ほ場 

２．実証方法  

 (1)衛星データ（ザルビオ）を基にした施肥設計や可変施肥による施肥の適正化実証 

  ア 供試機械名 可変施肥田植機（YR8D）、情報支援機能付コンバイン（YH7135） 

  イ 実証条件 

   a  ほ場条件 ザルビオ地力マップにより地力ムラがあるほ場 ６筆 

標高 44～53m、粗粒質下層褐色低地水田土、中粒質斑鉄型グライ低地土、中粒質低地

水田土、中粒質灰色低地土、礫質灰色低地土 

   b 栽培等の概要 品種名 コシヒカリ、栽植密度 43 株/坪 

 基準施肥量 基肥 N-P-K=20-16-15 窒素 4.8kg/10a（基肥一発施肥）、 

移植日 ５月８日、収穫日 ９月６日～８日 

   c 試験方法（表１） 

衛星データの地力マップから施肥マップを作成し、可変施肥を行う。 

  試験区は可変施肥区３筆、均一施肥区（慣行区）３筆設けた。 

施肥量（窒素量）の増減の考え方としては、以下の通り。 

①ゾーン１～３（地力高～中）：4.8kg/10a、ゾーン４（地力低）：5.4kg/10a、 

ゾーン５（地力最低）：6.0kg/10a 

②前年度倒伏したほ場は、ゾーン１～３：4.2kg、ゾーン４～５：4.8kg/10a 

③均一施肥区は、基準施肥量である 4.8kg/10a 

試験区全体の施肥量調査により、精密施肥を実証する。 

ほ場ごとの収量は、情報支援機能付コンバインによる収量マップにより収量ムラの解

消効果を実証する。 

 

表１ 試験区構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)ザルビオの各種機能の利便性や問題点等の抽出 

   農家聞き取り調査によるザルビオの機能評価を行う。 

 

３．実証結果 

 (1)衛星データ（ザルビオ）を基にした施肥設計や可変施肥による施肥の適正化実証 

実施肥量は、可変施肥および慣行（A～F）をまとめた 6 筆分の投入量で計算を行った。設

定対比 98%と設定通りの施肥が行えた（表２）。 

途中生育は良好であった。９月初めに合計 40mm～70mm の降水の影響により、6 筆全て倒伏

した（表３）。収穫量（乾燥前）は、可変施肥区で 763～864kg/10a、慣行施肥区で 736～

941kg/10a であった（表３）。収量はほ場ごとにバラツキがあったことから、可変施肥による

収量向上効果は判然としなかった。 

品質は、整粒が 49.2％、次いで基部未熟粒が 21.0％であった（表４）。基部未熟粒は出穂

後 20 日間の平均気温が 26℃以上および出穂後の窒素栄養不足で助長される。今年度の気象経

過では、出穂後 20 日間の平均気温が 26～30℃で経過したことから、基部未熟粒の割合が多い

ことが示唆された（図１）。 

 (2)ザルビオの各種機能の利便性や問題点等の抽出 

区 ほ場名
面積
（a）

施肥設計
基肥窒素（ゾーン）

（kg/10a）
備考

A 38 4.2（1～3）、4.8（4～5） 前年度倒伏

B 39 4.8（1～3）、5.4（4）、6.0（5）

C 38 4.8（1～3）、5.4（4）、6.0（5）

D 39 4.2（1～5） 前年度倒伏

E 32 4.8（1～5）

F 40 4.8（1～5）

可変
施肥区

慣行区
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 図１ 出穂後の気象経過（アメダス真岡） 

 

 (2)ザルビオの各種機能の利便性や問題点等の抽出 
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１０．参考写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真１ 可変施肥田植え（田植機 YR8D） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真２ ほ場 B（左：可変施肥）とほ場 F（右：慣行）の地力マップおよび収穫量マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真３ 出穂期の確認画面（ザルビオ） 

 

 

 

  表５ 出穂期とカメムシ防除時期 

 

 

 

 

 

５. 経営評価および考察 

(1)衛星データ（ザルビオ）を基にした施肥設計や可変施肥による施肥の適正化実証 

データを基にした施肥設計を行い、精密施肥が可能な農機と組み合わせることで、肥料の実

投入量とそれに応じた収量の把握が可能になる。収量に応じて次年度の施肥設計を行うこと

で、肥料購入の余剰分を抑えられることが示唆された。 

 

 (2)ザルビオの各種機能の利便性や問題点等の抽出 

 担当農家が効果的に利用した機能は、可変施肥マップ作成の基データになる地力マップ、可

変施肥マップ、スマート農機連携であり、申込時は「上級者向けプラン」となる。担当農家の

経営方針により、可変施肥はほ場の合筆や野周りの中でムラが目立つほ場で実施するため、全

てのほ場でプランには登録せず、ほ場の作業情報は「K-SAS（株式会社クボタ）」に登録してい

る。 

 ザルビオは可変施肥利用代としてのコストとして計上するため、収量向上または施肥量の削

減効果が得られなければコストが増加する可能性が高い。 

 

６．利用機械評価および考察 

(1)衛星データ（ザルビオ）を基にした施肥設計や可変施肥による施肥の適正化実証 

可変施肥田植機（YR8D）において、栽植密度は、農家慣行が 43 株/坪と疎植栽培であるた

め、資材投入・調整からほ場６筆（2.3ha）の田植えに８時間を要した。欠株を避け、精度の高

い作業を行うため、田植え作業のスピードが農家慣行よりも４時間程度遅れたことから、作業

体系を検討する必要がある。 

情報支援機能付コンバイン（YH7135）においては、農家聞き取りにより全体の収穫量と乾燥

機に投入された籾量が概ね合致していたため、収穫量計測機能は収量把握に有効であることが

示唆された。 

(2)ザルビオの各種機能の利便性や問題点等の抽出 

可変施肥マップの作成と USB を通じた農機の連携は簡易にできるため、可変施肥機能として

の利便性は高い。しかし、担当農家は水稲の基本的な栽培技術が身についており定期的にほ場

を巡回していることから、利用する機能は限定的であった。また、ザルビオは様々な機能が搭

載されているためデータの読み込みが遅く、データ環境により不便さがあった。 

７．成果の普及 

可変施肥は、規模拡大に伴い作業の効率化を図るため、ほ場合筆による区画拡大の補完や、

元々のほ場内の生育ムラを改善することが主な目的である。農家のレベル（栽培技術、営農年

数）によって利用する機能が異なることが示唆されたため、ザルビオを利用する目的を明確に

することを前提に、普及推進を検討する。 

 

８．問題点と次年度の計画 

(1)衛星データ（ザルビオ）を基にした施肥設計や可変施肥による施肥の適正化実証 

 今年度と同ほ場で、収穫量データを基にした施肥設計により可変施肥を行い、２カ年のデー

タ及び連用効果について検討する。 

 

(2)ザルビオの各種機能の利便性や問題点等の抽出 

ザルビオを利用して可変施肥を行うコストと収量向上による効果との収支を計算し、経営評

価を行う。 

 

ザルビオ 見取り １回目 ２回目

7月28日 7月28日 7月22日 8月2日

出穂期 カメムシ防除時期
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１０．参考写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真１ 可変施肥田植え（田植機 YR8D） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真２ ほ場 B（左：可変施肥）とほ場 F（右：慣行）の地力マップおよび収穫量マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真３ 出穂期の確認画面（ザルビオ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 経営評価および考察 

(1)衛星データ（ザルビオ）を基にした施肥設計や可変施肥による施肥の適正化実証 

データを基にした施肥設計を行い、精密施肥が可能な農機と組み合わせることで、肥料の実

投入量とそれに応じた収量の把握が可能になる。収量に応じて次年度の施肥設計を行うこと

で、肥料購入の余剰分を抑えられることが示唆された。 

 

 (2)ザルビオの各種機能の利便性や問題点等の抽出 

 担当農家が効果的に利用した機能は、可変施肥マップ作成の基データになる地力マップ、可

変施肥マップ、スマート農機連携であり、申込時は「上級者向けプラン」となる。担当農家の

経営方針により、可変施肥はほ場の合筆や野周りの中でムラが目立つほ場で実施するため、全

てのほ場でプランには登録せず、ほ場の作業情報は「K-SAS（株式会社クボタ）」に登録してい

る。 

 ザルビオは可変施肥利用代としてのコストとして計上するため、収量向上または施肥量の削

減効果が得られなければコストが増加する可能性が高い。 

 

６．利用機械評価および考察 

(1)衛星データ（ザルビオ）を基にした施肥設計や可変施肥による施肥の適正化実証 

可変施肥田植機（YR8D）において、栽植密度は、農家慣行が 43 株/坪と疎植栽培であるた

め、資材投入・調整からほ場６筆（2.3ha）の田植えに８時間を要した。欠株を避け、精度の高

い作業を行うため、田植え作業のスピードが農家慣行よりも４時間程度遅れたことから、作業

体系を検討する必要がある。 

情報支援機能付コンバイン（YH7135）においては、農家聞き取りにより全体の収穫量と乾燥

機に投入された籾量が概ね合致していたため、収穫量計測機能は収量把握に有効であることが

示唆された。 

(2)ザルビオの各種機能の利便性や問題点等の抽出 

可変施肥マップの作成と USB を通じた農機の連携は簡易にできるため、可変施肥機能として

の利便性は高い。しかし、担当農家は水稲の基本的な栽培技術が身についており定期的にほ場

を巡回していることから、利用する機能は限定的であった。また、ザルビオは様々な機能が搭

載されているためデータの読み込みが遅く、データ環境により不便さがあった。 

７．成果の普及 

可変施肥は、規模拡大に伴い作業の効率化を図るため、ほ場合筆による区画拡大の補完や、

元々のほ場内の生育ムラを改善することが主な目的である。農家のレベル（栽培技術、営農年

数）によって利用する機能が異なることが示唆されたため、ザルビオを利用する目的を明確に

することを前提に、普及推進を検討する。 

 

８．問題点と次年度の計画 

(1)衛星データ（ザルビオ）を基にした施肥設計や可変施肥による施肥の適正化実証 

 今年度と同ほ場で、収穫量データを基にした施肥設計により可変施肥を行い、２カ年のデー

タ及び連用効果について検討する。 

 

(2)ザルビオの各種機能の利便性や問題点等の抽出 

ザルビオを利用して可変施肥を行うコストと収量向上による効果との収支を計算し、経営評

価を行う。 
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現地実証展示圃成績(令和７年度) 

担当機関名 

 部・室名 

千葉県夷隅農業事務所  

改良普及課 

実施期間 令和７年度、新規 

大課題名 Ⅳ 情報処理等先端技術の活用による高生産システムの確立 

課題名 ICT 農機を活用した効率的営農体系の実証（リモートセンシング・可変施肥田植

機・可変追肥ドローン） 

目 的 令和６年までの各地の可変施肥試験から以下①～③の仮説を立て、これらにつ

いて検証するため実証試験を実施した。 

①地力マップを基に作成した施肥マップを用いた可変施肥１年目で生育の均一

化が達成できた場合でも、２年目に参照する地力マップから、過去９年間の生

育のバラツキを排除することができない。そのバラツキが施肥マップに反映さ

れるため、生育のバラツキが大きくなる可能性がある。そこで、前年の生育マ

ップを基に施肥マップを作成することが望ましいと考えられる。 

また、生育ステージ毎の生育マップと収量マップを比較したところ、糊熟期

の生育マップが収量マップと最も近いグラデーションであることが分かった。

このことから、可変施肥を複数年実施する場合２年目からは生育マップ（糊熟

期）を活用した可変施肥を行う事で安定した収量の均一化が期待できる。 

②可変施肥１年目で生育のバラツキが改善できなかった場合、特に生育が悪いエ

リアにおいて施肥量が不足している可能性がある。また、目標収量に達してい

ない場合にザルビオの自動計算による施肥マップを使用すると減収につなが

る恐れがある。このため、標準施肥量を増加し、減肥ゾーンの手動修正を使用

して減肥ゾーン無の施肥を行うことで収量の増加を目指す。 

ただし、水管理、雑草管理、総種籾量といった条件が整っている場合で収量

が低い場合に限り、増肥を実施することが重要となる。 

③生育後半までザルビオＬＡＩが高いほ場で、収量が高い傾向がみられた。そこ

で、実肥施用により生育後半までザルビオＬＡＩを高く推移させることで収量

が増加する可能性がある。 

  また、ザルビオＬＡＩは、従来の生育調査・生育診断の代替ツールとして活

用できる可能性がある。そこで、生育調査を行う各生育ステージで得られるザ

ルビオＬＡＩと収量を基に目標となる数値を検討する。 

 

用語説明 

地力マップ：過去 10 年の生育マップの平均。直近２年を強めに反映している。 

生育マップ：その日の生育状況。晴れていれば毎日撮影されるが雲があると反映

されない。 

ザルビオＬＡＩ：葉面積だけでなく、葉色も加味されている。葉面積指数ではな

いためザルビオＬＡＩとする。 

ＢＢＣＨ：作物の生育段階を 00～99 の数字で示す国際的なコード。 

総種籾量（ｇ/10a）：「播種量（ｇ/箱（乾籾））×箱枚数（箱/10a）」で算出する。

本来であれば植付本数から適切な苗量が確保できているか

判断すべきであるが、調査の手間から現実的では無い。その

ため、種籾の使用量を指標とする。この考え方は、密苗を研

究する過程で生み出された。 

担当者名 普及指導員 板倉 智貴 

圃場の所在地 

農家(組織)名 

千葉県勝浦市名木 合同会社英結ファーム 𠮷𠮷𠮷𠮷野御木氏 

農家 (組織 )の

経営概要 

水稲：30ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真４ 情報支援機能付コンバイン（YH7135）の作業状況 
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